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町
の
中
心
市
街
地
（
千
手
中
心
部
）

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
「
賑
わ
い

空
間
創
出
事
業
」
の
基
本
構
想
（
案
）

が
ま
と
ま
り
、
十
一
月
六
日
、
町
総
合

セ
ン
タ
ー
で
記
者
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
昨
年
七
月
に
施
行
さ

＼
鴨
烈

＼
》
ギ
摩
農
」
さ
－
卜
…
、
7

一」毎
　　蝿7亀』麟

礁蒔華蒋書警瀦
篇78鱒瑚』7自一一…r・。。敏

縣嚇藷陣

懇．

じ
、
来
年
度
か
ら
六
年
ぐ
ら
い
を
か
け

段
階
的
に
施
設
整
備
を
進
め
る
予
定
で

す
。
　
施
設
の
内
容
と
し
て
は
、
温
泉
施
設
、

健
康
プ
ー
ル
、
商
業
施
設
や
福
祉
施
設
、

生
涯
学
習
施
設
、
広
場
な
ど
を
配
置
し

鵬
，
．

れ
た
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
い

て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
、
町
の
中
心
部

で
あ
る
総
合
セ
ン
タ
ー
や
商
工
会
館
、

千
手
温
泉
な
ど
を
含
む
右
図
配
置
計
画

図
に
示
さ
れ
る
一
体
約
二
・
一
紛
を
整

備
し
、
お
よ
そ
四
十
億
円
の
巨
費
を
投

　　　　　　　　　　監。

働・聞一”一職」臨』一

　9

て
お
り
、
既
存
の
総
合
セ
ン
タ
ー
や
商

工
会
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
活
用
し

た
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
セ

ン
タ
ー
に
併
設
す
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
は
、
三
五
〇
か
ら
四
〇
〇
席

規
模
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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基本構想（案）で示されている施設の模

昼　
来
年
度
は
温
泉
施
設
を
先
発
着
工
。

十
三
年
度
に
は
既
存
の
千
手
温
泉
を
取

り
壊
し
て
跡
地
に
健
康
プ
ー
ル
を
建
設

す
る
予
定
で
、
温
泉
熱
を
利
用
し
た
温

水
プ
ー
ル
と
な
り
、
排
水
を
融
雪
に
利

用
す
る
考
え
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中

小
小
売
業
者
が
高
度
化
資
金
を
借
り
て

建
設
す
る
商
業
施
設
は
、
十
三
年
度
の

着
工
を
目
標
に
計
画
中
で
、
十
二
店
舗

が
出
店
を
予
定
し
て
お
り
、
キ
ー
テ
ナ

ン
ト
に
つ
い
て
現
在
、
打
診
を
し
て
い

る
段
階
で
す
。

　
さ
ら
に
、
資
金
計
画
に
つ
い
て
は
、

文
化
会
館
建
設
基
金
や
ふ
る
さ
と
づ
く

り
基
金
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
十
億
円
を
自
主
財
源
と
し
て
投
入
。

残
り
の
三
十
億
円
を
有
利
な
過
疎
債
な

ど
で
対
応
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
計
画
案
づ
く
り
は
、
四
月

か
ら
本
格
的
に
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

①
町
の
顔
と
な
る
親
し
み
や
す
い
空
間

②
小
さ
く
つ
く
り
、
大
き
く
活
用
す
る

　
柔
軟
の
あ
る
空
問

③
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
空
間

④
柔
ら
か
い
層
に
つ
つ
ま
れ
る
空
間

を
計
画
の
考
え
方
に
据
え
、
住
民
、
行

政
、
計
画
作
業
チ
ー
ム
と
の
協
働
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
め

を
進
め
る
主
体
と
し
て
「
龍
馬
の
会
」

を
設
置
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
中
心
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
会
議
を
そ
れ

ぞ
れ
五
～
六
回
実
施
し
、
現
地
調
査
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
作
業
を
重
ね
な
が

ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
施
設
の
ホ
ー
ル
の
内
容
や

商
業
施
設
の
あ
り
方
、
健
康
プ
ー
ル
の

運
営
な
ど
、
今
後
は
「
賑
わ
い
空
間
」

の
中
に
整
備
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

具
体
的
運
営
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
具
体
的
設
計
に
入

っ
て
い
く
段
階
で
、
併
行
し
て
運
営
を

考
え
る
検
討
組
織
づ
く
り
が
急
が
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
話
し
合
い
の
場
で
、
住
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
町
の
本
当
の

意
昧
で
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な

中
身
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
今
後
の
緊

急
課
題
で
す
。
町
で
も
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど

も
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
賑
わ
い
空
間
推
進
係
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11

月
5
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
第
6
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
よ
う
す

韓　　　蟄

嚢
宕

車などの交通確保のため活動する除雪車

　
十
一
月
二
十
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
町
除
雪
協
力
会
が
開
催
さ
れ
、
今
冬

の
除
雪
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。
計
画

で
は
、
町
道
の
一
・
二
種
除
雪
路
線
を

合
わ
せ
て
一
六
七
路
線
・
七
一
・
八
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
除
雪
は
昼
夜
を
間
い
ま
せ
ん
。

路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
と
、
作
業
の
能

率
や
交
通
の
安
全
に
も
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
夜
間
の
路
上
駐
車
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
流
雪
溝
な
ど
に

雪
を
入
れ
る
投
雪
口
（
フ
タ
）
は
、
使

用
し
な
い
間
は
必
ず
閉
め
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
古
峰
神
社
前
を
通
過
す
る
町

道
山
野
田
下
平
線
は
、
孫
左
衛
門
橋
た

も
と
の
合
流
点
付
近
で
一
部
除
雪
を
し

ま
せ
ん
の
で
、
通
り
抜
け
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
お
願
い
】

①
除
雪
作
業
中
は
、
機
械
に
絶
対
に
近

　
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
道
路
上
に
は
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ

　
い
。

③
屋
根
の
雪
は
路
上
に
捨
て
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り

　
大
変
危
険
で
す
。

④
出
入
り
口
は
、
各
戸
で
除
雪
し
て
く

　
だ
さ
い
。

⑤
消
火
栓
な
ど
重
要
な
も
の
は
、
ハ
ッ

　
キ
リ
と
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

⑥
雪
の
降
ら
な
い
時
は
消
雪
パ
イ
プ
の

　
運
転
を
止
め
、
節
水
・
節
電
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

⑦
雪
捨
て
場
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
ご

　
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
雪
捨

　
て
場
の
確
保
が
で
き
な
い
と
、
異
常

　
降
雪
時
に
交
通
止
め
期
間
が
長
く
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑧
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
に
よ
り
投

　
雪
し
て
は
い
け
な
い
所
に
は
、
赤
布

　
な
ど
に
よ
り
ハ
ッ
キ
リ
と
目
印
を
設

　
置
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
豪
雪
の
場
合
、
除
雪
に
時
間
が
か
か

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

　
さ
い
。

⑩
除
雪
に
つ
い
て
の
連
絡
や
相
談
は
、
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十
日
町
土
木
事
務
所
（
暦
5
7
－
5
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宮
さ
ん
が

　
　
　
　
日
本
ス
ポ
少
顕
彰
者
表
彰

　
永
年
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
指
導
．
育
成
に
貢
献
し
、
特
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
指
導
者
に
贈
ら
れ
る

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰
者
と
し
て
、

当
町
の
宮
啓
一
さ
ん
（
70
歳
・
山
野
田
）

の
受
賞
が
決
ま
り
、
十
一
月
十
四
日
、

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
の

千
手
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
発
足
か
ら

現
在
ま
で
二
十
一
年
以
上
も
単
位
団
指

導
者
と
し
て
活
躍
。
昭
和
六
十
二
年
四

月
か
ら
現
在
ま
で
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
と
し
て
卓
越
し
た
指
導
力
を
発

揮
さ
れ
て
お
り
、
平
成
六
年
に
は
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
全
国
表
彰
受
賞
と

い
う
栄
誉
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
と
八
年
に
、
日
独

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
に
お
い
て
、

町
へ
の
受
け
入
れ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
条
さ
ん
が
県
選
管
委
員
長
表
彰

　
十
一
月
十
九
日
、
新
潟
市
に
お
い
て

選
挙
制
度
一
一
〇
周
年
記
念
新
潟
県
大

会
が
実
施
さ
れ
、
多
年
民
主
政
治
の
確

立
や
選
挙
の
啓
発
運
動
に
て
い
身
し
、

顕
著
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
方
に
県
選

管
委
員
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
当
町
で
は
、
中
条
秀
雄
さ
ん

（
87
歳
・
岩
瀬
）
に
同
委
員
長
の
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
条
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
九
月

か
ら
昭
和
六
十
一
年
九
月
ま
で
の
十
六

年
間
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

＼＼＼

7
7遜“

4
＼

》
会
場
と
な
っ
た
総
合
体
育
館
で

は
、
町
美
術
展
・
公
民
館
作
品
展
・

お
飾
り
紙
研
究
会
作
品
展
・
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
作
品
展
・
町
社
会

福
祉
協
議
会
作
品
展
・
J
A
新
潟

川
西
女
性
部
作
品
展
・
ビ
デ
オ
ク

ラ
ブ
か
わ
に
し
に
よ
る
ビ
デ
オ
上

映
会
も
行
わ
れ
ま
し
た

〈
J
A
な
ど
関
係
者
に
よ
る
野
菜
の

特
売
。
値
段
も
安
く
大
変
な
に
ぎ
わ

い
で
し
た

熱
翻
　

麟
響

撫

レ
泳
ぐ
宝
石
錦
鯉
。
そ
の
品
評
会
も

前
回
よ
り
規
模
を
拡
大
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た

》
俳
優
の
杉
浦
直
樹
さ
ん
も
大
の
錦

鯉
好
き
だ
そ
う
で
、
自
満
祭
の
会
場

へ
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た

レ
今
回
初
登
場
の
「
だ
る
ま
落
し
大

会
」
。
だ
る
ま
を
落
さ
ず
に
台
を
除

く
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で

し
た

》
広
場
で
は
、
有
志
が
キ
ネ
で
お
モ

チ
つ
き
。
あ
べ
か
わ
や
醤
油
を
つ
け

た
で
き
た
て
が
配
ら
れ
ま
し
た
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町
体
育
協
会
が

　
　
　
　
　
優
秀
竸
技
者
5
を
表
彰

　
十
一
月
十
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

第
七
回
町
体
育
協
会
交
流
会
・
第
二
十

回
町
体
育
功
労
者
等
表
彰
式
が
実
施
さ

れ
、
優
秀
競
技
者
二
人
、
奨
励
者
十
七

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

被
表
彰
者
の
み
な
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

★
優
秀
競
技
者
章

　
清
水
　
孝
（
2
3
歳
・
山
野
田
・
平
成

十
一
年
度
北
陸
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

五
千
メ
ー
ト
ル
競
歩
第
二
位
、
平
成
十

一
年
度
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
五
千

メ
ー
ト
ル
競
歩
優
勝
）

　
村
越
裕
介
（
1
7
歳
・
野
口
・
平
成
十

一
年
度
全
日
本
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

出
場
、
平
成
十
一
年
度
北
信
越
学
生
卓

球
選
手
権
大
会
第
二
位
）

★
奨
励
者
章

【
卓
球
】
高
橋
拓
也
（
1
7
歳
・
原
田
）

池
竹
祐
子
（
1
8
歳
・
原
田
）
須
藤
明
美

（
1
6
歳
・
野
口
）
南
雲
理
江
（
1
6
歳
・

四
郎
兼
）

【
陸
上
】
小
林
貴
志
（
1
8
歳
・
高
原
田
）

秦
野
慎
也
（
1
9
歳
・
仁
田
）
茂
野
　
晃

（
1
8
歳
・
室
島
）

【
ス
キ
ー
】
尾
身
尚
也
（
1
9
歳
・
発
電

所
通
り
東
）
内
山
鉄
兵
（
1
9
歳
・
栄
町
）

小
林
由
子
（
1
9
歳
・
中
仙
田
）
小
林
優

（
1
9
歳
・
中
仙
田
）
高
橋
　
渉
（
1
7
歳
・

中
仙
田
）
柄
沢
健
太
（
1
8
歳
・
沖
立
）

【
空
手
道
】
小
海
も
も
子
（
1
8
歳
・
神

社
町
）
保
坂
達
也
（
1
7
歳
・
木
落
）

藤
原
弘
生
（
1
8
歳
・
仁
田
）
川
崎
将
幸

（
1
1
歳
・
中
島
町
）

》
4
9
演
目
の
出
し
物
に
、
聴
衆
も
た
っ
ぷ
り

　
楽
し
ん
だ
「
民
揺
と
お
ど
り
の
祭
典
」

》
第
1
0
回
を
迎
え
た
「
ゆ
ー
ゆ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
。

　
が
ち
ょ
う
の
会
に
よ
る
合
唱
か
ら

▲J　A新潟川西女性部オリーブによる大正琴
　川西小唄ほか3曲が披露されました

▲今回初めて登場したJ　A女性部による帯の舞

　
年
賀
は
が
き
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
や

く
切
手
シ
ー
ト
な
ど
も
販
売
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
踵
凸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
■

　
　
　
　
　
　
　
　
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
縦

》
今
回
用
意
さ
れ
た
サ
ケ
は
4
0
0
本
。

　
時
間
前
か
ら
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た

㈱融

▲ゲームコーナーでは、
親子で一緒になって楽しむ

　姿もいっぱい見られました
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トル、トレー類

かり

、
雛
鷺
叢
轟
懸
渦
曇
藩
…
禰
騨
繍
シ
ャ
ツ
が
鵜
ツ
、
ト
講
欝
鎌
、

隣
蒙
の
螺
懸
暴
嚢
灘
懸
再
盤
選
難
る
の
凄
魏
艶
繋
繍
業

饗
灘
皿
漁
磯
黙
欝
嚢
総
鎌
懸
捨
、
て
饗
し
叢
鑑
擢
謬
み
．
、
・
醸

醸
饗
蹴
ば
識
翻
灘
資
源
鷺
な
り
鞍
醗
。
p
身
近
嶽
嬢
懇
鎌

濃
欝
幾
嚢
蕪
欝
、
鎌
皆
灘
響
プ
麺
の
懇
舞
憾
軽
慈
獲
翻
載
☆

糠
礎
㌶
麟
．
衛
盤
繭
癒
還
の
理
麟
で
遮
年
大
嚢
く
需
要
鎌
、

皿
猟
螺
懇
繍
漆
嚢
。
ぞ
禰
凝
面
、
当
驚
に
お
繍
饗
錨
鑑
灘
．

鑛
、
藻
謙
灘
襯
纐
の
㎜
園
と
な
の
，
処
理
費
鶏
懲
，
繕
漁
鱗
、

、
要
國
に
懸
懸
、
雛
矯
い
ま
響
。
そ
こ
で
、
拳
瞬
難
地
域
衛
、
、

盤
施
設
縫
欝
懸
は
．
藥
成
繋
盤
奪
四
月
一
環
か
霧
蜘
矯
、

雛
毯
叢
嚇
懸
、
羅
ダ
ル
法
肱
に
墓
づ
い
て
月
蓬
鐵
凝
蝶
、
繋
・

欝
購
欝
鎌
顯
峯
レ
蓮
・
、
灘
ッ
プ
麺
の
容
、
器
類
謹
資
源
繍

灘
蓬
稼
饗
園
醗
灘
嚢
ず
。
嚢
纐
”
な
環
境
を
懸
叢
，
p
限
鰻

、
灘
愚
資
源
謹
溝
欝
響
る
驚
め
に
も
ご
協
力
蓬
お
願
纐
麟

驚
し
叢
婁
澄
今
後
難
、
広
報
紙
な
ど
，
謹
通
じ
、
て
詳
細
を

お
瓢
賎
慧
嚢
る
蓬
叢
も
に
、
資
源
謬
灘
回
収
、
の
鵯
程
を

、
来
蟹
講
淵
に
全
鐸
配
布
覇
る
糊
ご
謬
カ
レ
ン
ダ
ー
鴇
の
、

輿
懸
お
繍
覇
懸
し
ま
す
。

●キャツプ・ラベルをはずし、●1のPETマークが付いているもぺ
　よくすすいでください　　　　　のだけです
　　　　　　　　　　●容器の色・大きさは問いません　ツ
　　　　　　　　　　●飲料●酒●醤油脇れたものト

　　・　⑨　　 ムボ　　　　叔皿藁髄
●異物を取り除き、洗って

　　　　　乾かして
　　　　　ください

　　　　ノ　●発砲スチロール製の白卜
　φ　　　　　　　　　　いものだけ
グ　　　　●色物や柄のっいたもレ

　　　　紘プ．螺欝1

●上ぶたを取り、よく洗って　●発砲スチロール製のもの
　乾かしてください　　色・大きさは問いません力

　　　　　5．メン・　　　　　　器

　
容
器
包
装
廃
棄
物
は
、
私
た
ち

が
排
出
す
る
ご
み
の
約
六
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の

減
量
を
図
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
の
が
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
で
す
．

　
一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
を
図
る

う
え
で
最
も
有
効
な
の
は
、
ま
ず
、

廃
棄
物
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
こ
と
で
す
。
次
に
、
廃
棄
物

と
し
て
排
出
さ
れ
た
も
の
を
「
ご

み
」
に
す
る
の
で
は
な
く
、
再
利

用
で
き
る
資
源
に
す
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
ご
み
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
社
会
全
体
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
効
果
が
上
が
り

ま
せ
ん
。
効
果
的
な
取
り
組
み
に

は
「
消
費
者
が
分
別
排
出
」
、
「
市

町
村
が
分
別
収
集
」
し
、
　
「
事
業

者
が
再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
」

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
皆
様
か
ら
分
別
収
集
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
分
別
排
出
に
家
庭
や

町
内
を
あ
げ
て
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平成9年度から3か年計画で策定を進めてきましたr都市計画マスタープラン」は、地域別構

想案、実現のための施策案をとりまとめて、マスタープランの全体が完成する時期を迎えてお

ります。

今月号と、来月号では「地域別構想案」の概要をお知5せすることに1しました。今月は、干手

地域と上野地域の地域別構想案を掲載しましたのでご覧ください。

なお、この構想案は先月、総合体育館で開催された町民文化祭会場において、その案を展示

し、来場した万々からご意見やご感想などを多数お寄せいただきました。ご協力いただき大変

ありがとうございました。

干手地域まちづくり構想

◆課題

◎昔か5伝わってきた地域性（伝統・文

　化）の継承
◎中心市街地としての活力の創出

◎まちづくりのオピニオンリーダーとな

　る人材育成
◎高齢者や子供の交通安全性の確保

◎商業の活性化

◎利便性の充実

◆まちづくりの目標

　《将来像》

　商業、教育、文化、医療、行政など多
様な機能の集積により利便性の高い豊か

　な生活環境を提供し、人々が集うことか

　ら活気あるまちなみの創出を目指します。

◆地域整備の方針

◎中心地の市街地形成にあけて都市的機能

　の整備・充実を図ります。
◎役場周辺の中心拠点の整備・充実を図ります。

◎自然環境に1配慮した土地利用に努めます。

◎工業の振興を図り、雇用促進に努めます。

◎骨格道路などの整備・拡充を進めます。

◎河川・ダムなど水辺王競の維持・整備を図ります。

一◎生活にゆとりをあたえる公園緑地の整

　備・拡充を図ります。

◎まちづくりを支えるソフト施策を進めます。

◎地域に残る歴史的資産の保全・活用に努

　めます。

上野地域まちづくり構想

◆課題

◎中子の総合公園を中心としたレクリエ

　ーシヨン施設の充実

◎星名家住宅、節黒城跡など歴史的財産

　の保全
◎田園景観の保全

◎子供のための身近な遊び場の確保

◎若者の定住化

◆まちづくりの目標

《将来像》

　歴史的資産や観光レクリエーシヨン施

設、な5びに豊かな水田地帯を有する地

域として、それ5資源の保全を図り、地

域の魅力として活用することか5魅力あ

ふれる地域の創出を目指します。

◆地域整備の万針

◎地域拠点、およびその周辺市街地におい

　ては都市的機能の整備、充実を図ります。

◎健全な自然環境の保全に1努めます。

◎骨格道路や生活道路などの整備・拡充を

　進めます。
◎豊かな自然環境を活用した公園・レクリ

　エーション施設の整備・拡充に努めます。

◎河川・ダムなど水辺環境の維持・整備を

　図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂こコ〉　．
　　　　　　　　　　　　　　　　！乙．∴～’》膨
　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ン　く　　むンレヘ

◎購欝貧した良好な景観形成の実一礁野鞍

◎歴史的文化的に員重な資産の保全に努め
ます。

お問い合わせやご意見は…建設課都市計画係　鱈68－3111（内線322）

たまし降置て時き圧　　◇ま奥過は最時rな雪を節れr月r
即を軌ガ哩鍔尊篠葛離票製蓼天手客紹理奪

同
東
低
の
気
圧
配
置

中
旬
ご
ろ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
高
気

達
し
て
、
北
西
の
季
節
風
が
吹

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。
同

東
海
上
で
は
低
気
圧
が
発
達
し

西
高
東
低
」
の
冬
型
の
気
圧
配

り
ま
す
。
日
本
海
側
で
は
雪
が

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
「
雪
お
こ

い
う
雷
を
伴
っ
た
大
雪
と
な
り

太
平
洋
側
で
は
晴
れ
て
乾
燥
し

続
き
ま
す
．

の
最
後
を
締
め
く
く
る
1
2
月
は

」
と
呼
ば
れ
、
何
か
と
忙
し
い

．
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
初
雪
」

」
「
初
氷
」
な
ど
の
便
り
も
聞
か

地
で
は
冬
の
準
備
に
か
か
る
季

．
暦
の
上
で
は
1
2
月
8
日
ご
ろ

雪
」
と
い
い
ま
す
が
、
実
際
に

く
降
り
出
す
の
は
一
か
月
後
と

す
。
ま
た
、
1
2
月
22
日
ご
ろ
を

」
と
い
い
、
一
年
中
で
昼
間
の

最
も
短
い
日
、
す
な
わ
ち
夜
が

い
日
で
す
。
北
半
球
の
日
本
で

が
南
の
空
の
低
い
と
こ
ろ
を
通

の
で
、
一
年
中
で
部
屋
の
一
番

日
光
が
差
し
込
む
こ
と
に
な
り

⑨11。12．10



箇偏
團，

　
来
年
の
7
月
2
1
日
～
9
月
1
0
日
を
会

期
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
大
地
の
芸
術

祭
・
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
2
0
0
0
」
を
全
国
に
広
め
、
多
く

の
来
訪
者
を
招
き
入
れ
る
た
め
の
仕
掛

け
と
し
て
、
日
本
の
主
要
都
市
で
あ
る

大
阪
（
1
0
月
3
0
日
）
東
京
（
1
1
月
3
日
）

福
岡
（
1
1
月
8
日
）
名
古
屋
（
n
月
1
9

日
）
で
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
合
わ
せ
て
5
0
0
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
い
ず
れ
の
都
市
で
も
、
当
地
域
の
応

援
団
と
し
て
お
願
い
し
て
い
る
美
術
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）福岡でのプレシンポジウム（福岡アジア美術館

イ
レ
ク
タ
ー
の
方
々
か
ら
主
体
的
に
企

画
を
立
て
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
み
興
味
深
い
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
北
川

フ
ラ
ム
氏
（
里
創
プ
ラ
ン
総
合
コ
ー
デ

イ
ネ
ー
タ
ー
）
に
よ
る
事
業
説
明
の
あ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
で
ア
ー
ト
や
ま

ち
づ
く
り
を
先
導
し
て
い
る
方
々
3
～

4
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
　
「
地
域
づ
く
り
と
ア
ー
ト
の

関
係
」
、
　
「
場
の
個
性
を
生
か
す
た
め

の
ア
ー
ト
」
、
　
「
現
代
美
術
の
潮
流
」

な
ど
、
様
々
な
4
点
か
ら
越
後
妻
有
の

取
り
組
み
の
意
義
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
ア
ー
チ
ス
ト
ー
3
8
人
を
発
表

　
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
記
者
発

表
を
兼
ね
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
参

加
ア
ー
チ
ス
ト
ー
3
8
人
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
内
訳
は
、
国
外
31
か
国
・
62

人
、
国
内
7
6
人
と
な
っ
て
お
り
、
参
加

者
数
及
び
質
で
も
世
界
有
数
の
規
模
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
、
公
募
ア
ー
チ

ス
ト
が
6
人
加
わ
り
、
開
催
日
に
向
け

て
様
々
な
形
で
作
品
製
作
が
進
ん
で
い

き
ま
す
。

東
京
で
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
開

催

50
数
人
が
参
加
し
た
東
京
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
事
業
を
支
え

て
い
た
だ
く
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ

ッ
フ
」
を
地
域
と
東
京
で
募
集
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
東
京
で
の
応
募
者
が

1
0
0
人
を
超
え
た
た
め
、
1
1
月
2
1
日
、

東
京
事
務
局
（
渋
谷
区
代
官
山
）
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
美
術
系
の
大
学
生
を
中
心

に
50
人
以
上
に
の
ぽ
り
、
作
品
制
作
協

力
や
作
家
サ
ポ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト
、
広

報
、
通
訳
な
ど
、
具
体
的
な
作
業
項
目

を
説
明
し
た
後
、
　
「
妻
有
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
仮
称
）
」
の
名
称
で
立
ち
上
げ
、

自
主
的
な
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
地
域
内
で
も
継
続
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
参
加

形
態
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
を

お
願
い
し
ま
す

松
代
町
で
花
の
道
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

　
花
の
道
事
業
の
一
環
と
し
て
、
松
代

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
基
本
計
画
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
第
1
回
が
1
1
月
9

日
松
代
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
松
代
町
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
整
、

備
す
る
計
画
が
あ
り
、
こ
れ
に
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
花
を
生
か
し
た
シ

ン
ボ
ル
的
な
場
所
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
目
的
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
事
業
に
か
か
わ
る
ア
ー
チ
ス

ト
の
土
屋
公
雄
氏
を
迎
え
、
場
所
の
説

明
の
あ
と
、
参
加
者
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
場
所
の
利
用
方
法
や
花
の
種
類
、

高
校
生
の
声
を
聞
い
た
ら
な
ど
、
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

こ
の
あ
と
2
回
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

松代町での花の道ワークシヨツブ

ス
テ
キ
発
見
・
紙
上
展
覧
会

～
芸
術
部
門
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝶
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
匙
馨
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
籔
欝
薫

》
川
西
町
長
賞

「
若
妻
の
変
身
」
　
（
佐
藤
弘
さ
ん
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
附
市
）

11．12．10⑳

》
感
動
賞

「
豪
雪
世
界
一
」
　
（
山
内
景
行
さ
ん
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
企
画
振
興
課
（
8
5
7
－
2
6
3
7
）



川
西
町
長
選
挙
⑤

岩
瀬

金
　
子
　
幸
　
作

中
村
壮
吉
が
三
選

　
第
三
回
の
川
西
町
長
選
挙
は
昭
和
三

十
九
年
九
月
一
日
に
執
行
さ
れ
た
。
開

票
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
当
選
　
中
村
壮
吉
　
四
九
四
八
票

　
次
点
　
登
坂
久
平
　
一
八
〇
九
票

　
告
示
前
日
ま
で
は
平
穏
そ
の
も
の
、

中
村
壮
吉
が
こ
ん
ど
も
無
投
票
で
三
選

さ
れ
る
と
だ
れ
も
が
思
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
登
坂
久
平
（
元
仙
田
村
長
・

赤
谷
）
が
告
示
の
日
に
突
如
と
し
て
名

乗
り
を
上
げ
、
安
泰
ム
ー
ド
は
一
転
し

て
町
中
に
衝
撃
が
走
り
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
活
発
な
論
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

と
は
い
え
、
人
び
と
は
現
職
の
強
味
を

疑
わ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
有
権
者
の
出

足
も
好
調
と
は
い
え
ず
投
票
率
八
十
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
八
年

ぶ
り
に
貴
重
な
一
票
を
行
使
で
き
た
町

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
わ

民
の
表
情
は
明
る
く
爽
や
か
だ
っ
た
。

　
登
坂
久
平
の
勇
気

　
登
坂
久
平
が
立
候
補
の
動
機
を
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
中
村
町
政
に
こ
れ
と
い
っ
た
不
満

が
あ
る
わ
け
で
な
い
が
、
町
長
を
三
期

目
も
無
投
票
で
当
選
さ
せ
る
の
は
町
の

た
め
に
も
よ
ろ
し
く
な
い
。
ほ
か
に
だ

れ
か
が
出
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
告
示
の

日
ま
で
注
目
し
て
い
た
が
、
だ
れ
も
出

な
か
っ
た
の
で
あ
え
て
出
馬
し
た
」

　
登
坂
の
立
候
補
は
七
千
八
百
人
の
有

権
者
に
と
っ
て
は
寝
耳
に
水
で
、
そ
れ

だ
け
に
内
外
の
関
心
を
呼
び
、
全
町
民

が
改
め
て
主
権
在
民
を
自
覚
し
た
。
だ

い
ぶ
前
か
ら
側
近
に
漏
ら
し
て
い
た
の

な
ら
と
も
か
く
、
あ
ま
り
に
も
突
然
の

出
馬
だ
っ
た
こ
と
か
ら
困
惑
す
る
人
も

　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ

少
く
な
か
っ
た
。
前
以
て
わ
か
っ
て
い

れ
ば
支
持
し
た
で
あ
ろ
う
有
力
者
も
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
中
村
の
支
持
に
名
を

連
ら
ね
て
お
り
、
こ
の
人
た
ち
が
信
条

や
節
操
を
く
つ
が
え
し
て
登
坂
の
支
持

に
ま
わ
る
こ
と
は
至
難
だ
っ
た
。
こ
う

し
た
事
情
を
百
も
承
知
で
名
乗
り
を
上

げ
た
登
坂
は
、
リ
ツ
夫
人
を
選
挙
責
任

者
に
据
え
、
ご
く
少
数
の
力
強
い
支
援

者
と
共
に
孤
立
無
援
で
戦
い
、
二
千
票

に
近
い
票
を
得
た
。
ま
こ
と
に
見
事
で
、

出
馬
の
目
的
は
十
二
分
に
果
た
し
た
と

評
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
長
選
に
学
ん
だ
も
の

　
昭
和
三
十
九
年
九
月
十
日
発
行
の
本

紙
に
「
町
長
選
に
学
ん
だ
も
の
」
と
題

し
た
次
の
評
が
載
っ
て
い
る
。

　
中
村
さ
ん
の
無
投
票
当
選
が
確
実
視

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
降
っ
て
わ
い

た
よ
う
な
選
挙
に
な
っ
た
が
、
有
力
者

》
中
村
初
代
町
長

く
登
坂
元
仙
田
村
長

の
ほ
と
ん
ど
が
中
村
さ
ん
の
支
持
を
表

明
し
て
い
た
こ
と
が
幸
い
し
、
こ
れ
見

よ
と
ば
か
り
の
強
さ
を
見
せ
て
三
選
を

果
た
し
た
。
中
村
さ
ん
が
ず
ば
抜
け
た

政
治
手
腕
を
持
っ
た
人
で
あ
り
、
あ
の

　
な
つ

人
懐
こ
い
人
柄
が
全
町
民
に
ア
ピ
ー
ル

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
今
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
っ
し
や

最
後
の
花
を
飾
る
」
な
ど
と
仰
ら
ず
に
．

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
「
中
村
さ
ん
を
三
期
も
無
投
票
で
町

長
に
す
る
の
は
良
く
な
い
」
と
言
い
、

告
示
の
日
に
な
っ
て
名
乗
り
を
上
げ
た

登
坂
さ
ん
も
立
派
だ
っ
た
。
「
こ
の
機
会

に
町
民
の
政
治
意
識
を
向
上
さ
せ
、
町

　
　
た
だ

政
を
質
す
の
が
目
的
だ
」
と
訴
え
、
文

字
ど
お
り
の
明
正
選
挙
で
予
想
外
の
票

を
と
っ
た
。
批
判
勢
力
と
で
も
い
う
べ

き
こ
の
票
が
、
後
に
し
こ
り
を
残
す
こ

と
な
く
、
中
村
さ
ん
な
ら
で
は
の
よ
り

堅
実
な
町
政
と
な
っ
て
現
れ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

　
登
坂
さ
ん
、
当
落
を
さ
て
お
い
て
の

立
候
補
だ
っ
た
と
は
い
え
、
選
挙
の
あ

く
る
日
に
、
あ
な
た
が
自
ら
の
手
で
ポ

　
　
　
　
は
が

ス
タ
ー
を
剥
が
し
て
歩
く
姿
は
痛
い
た

し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ

な
た
の
こ
の
た
び
の
勇
気
は
、
町
の
人

た
ち
の
政
治
意
識
を
い
や
が
上
に
も
た

か
め
て
く
れ
ま
し
た
。
身
近
な
町
の
政

治
が
、
わ
た
く
し
た
ち
自
身
の
手
で
行

わ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ

ん
ど
の
選
挙
ほ
ど
強
く
感
じ
た
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
「
町
長
選
挙
を
す
る
と
、
町
は
三
十
万

（
現
在
は
六
百
三
十
九
万
円
）
も
の
大

金
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
出
て
も

だ
め
駄
目
だ
か
ら
引
っ
込
み
な
さ
い
、
み
ん

な
に
も
迷
惑
が
か
か
る
。
」
こ
う
言
っ
て

辞
退
を
す
す
め
た
人
も
あ
っ
た
と
い
う

が
、
登
坂
さ
ん
は
頑
と
し
て
応
じ
な

か
っ
た
。
飛
ぶ
鳥
も
落
と
さ
ん
勢
い
の

中
村
さ
ん
に
、
敢
然
と
立
ち
向
か
っ
た

登
坂
さ
ん
の
よ
う
な
勇
気
を
み
ん
な
が

持
ち
た
い
と
思
う
。

　
来
年
（
昭
和
四
十
年
）
は
町
議
会
議

員
の
選
挙
が
あ
り
、
あ
と
四
年
た
つ
と

ま
た
町
長
選
挙
が
あ
る
。
つ
ま
ら
な
い

遠
慮
や
思
惑
を
考
え
な
い
で
、
み
ん
な

が
勇
気
を
出
し
て
名
乗
り
を
上
げ
る
こ

と
だ
。
町
長
選
挙
に
は
少
な
く
と
も
各

地
区
か
ら
一
名
く
ら
い
の
立
候
補
者
が

　
　
し
の

出
て
鏑
ぎ
を
削
る
べ
き
だ
。
活
発
な
論

戦
が
展
開
さ
れ
る
、
わ
た
く
し
た
ち
は

各
候
補
者
の
政
見
を
よ
く
聞
い
て
投
票

し
、
当
選
し
た
人
に
協
力
し
、
か
つ
監

視
を
怠
ら
な
い
。
民
主
的
な
町
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
て
い

川
西
町
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
要
諦

は
こ
こ
に
あ
る
。

町
長
が
肝
焼
い
た

　
中
村
町
長
は
、
職
員
の
身
で
あ
り
な

が
ら
こ
の
記
事
を
書
い
た
私
に
何
の
お

と
が轡
め
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

何
か
に
つ
け
て
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
た

が
、
一
度
だ
け
、
本
気
で
肝
を
焼
か
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
職
員
労
働
組
合
の

執
行
委
員
長
だ
っ
た
私
が
、
水
品
忠
雄

副
委
員
長
、
上
村
健
一
書
記
長
と
三
人

で
「
全
職
員
の
給
与
一
斉
一
号
ア
ッ
プ
」

を
交
渉
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
川
西
町
職
員
の
平
均
給
与
は
県
内

町
村
の
ケ
ツ
か
ら
五
番
目
で
す
。
上
げ

て
く
だ
さ
い
」
と
頼
ん
だ
ら
、
気
に
障
っ

た
時
の
癖
で
左
手
の
指
を
下
の
唇
に
当

て
、
公
憤
し
、
「
そ
っ
げ
の
バ
カ
の
こ
と

が
な
ん
し
出
来
る
と
、
町
の
衆
が
何
と

　
　
　
　
ぜ
ん

言
う
か
、
銭
も
無
い
し
、
お
ま
え
町
長

ン
な
っ
て
上
げ
て
み
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

言
わ
れ
た
っ
け
。

　
中
村
町
長
は
九
月
三
日
に
初
登
庁
し

て
当
選
の
抱
負
を
語
り
、
全
職
員
に
コ

丸
と
な
っ
て
町
づ
く
り
に
と
り
く
ん
で

ほ
し
い
」
と
訓
示
し
た
が
、
年
齢
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

識
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
三
期
目
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
町
政
に
不
断
の
決
意
を
も
っ
て
の
ぞ
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
．
　
　
11

　
　
　
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）
　
　
⑪



譜幽鼎騒磯曝獅灘鞭鞭纐㈱嬬穐
知っている？

つもりじゃだめです　最低賃金

　最低賃金は、低賃金労働者の労働条件の改善や事
業の公正な競争の確保などに重要な役割を果たして
おり、その事業場で働く全ての労働者（常用、臨時、

パートアルバイトなどを含む）に適用されます。

　9月30日から、新潟県最低賃金は次のように改正
されました。ご確認ください
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憐
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潅
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1　日額5，049円ぞ

1　　時間額　　　632円

1　働くあなたに確かな支え労働保険
レ

雲　労働者を1人でも雇用する事業主は、労働保険（労
§災保険・雇用保険）の加入手続きが必要です。

き※詳しくは、十日町労働基準監督署（盈52－2079）

1または、新潟労働基準局（盈025－266－4165）へ
隻お問い合わせください。
気
馬㌔噸騰宅騨灘棚葺輪織誕蝋讐麟翻輸螂嵐懸輝舞爾

12月11日（土）～31日（金）まで

12月はr大気汚染防止推進月間」です

　　　　　　　　　　一一一

」
ゾ

　
普
段
は
洋
服
で
も
、

お
正
月
や
成
人
式
な
ど
、

「
こ
こ
ぞ
」
と
い
う
と

き
に
着
物
を
着
る
人
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
T
P
O
に
合

わ
せ
、
楽
し
く
着
物
を

着
こ
な
し
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ォ
ー
マ
ル
な
洋
服

と
違
い
、
着
物
は
昼
夜
の
使
い
分
け
が

な
く
、
季
節
や
場
所
、
目
的
に
合
わ
せ

ま
す
。

　
未
婚
の
女
性
の
晴
れ
着
で
あ
る
振
り

袖
は
、
パ
ー
テ
ィ
や
お
呼
ば
れ
な
ど
、

華
や
か
な
席
に
着
用
し
、
色
や
柄
は
華

や
か
な
物
が
選
べ
ま
す
。

　
留
め
袖
は
、
女
性
の
第
一
礼
装
で
す
。

一
般
的
に
、
黒
留
め
袖
は
結
婚
し
た
女

性
の
着
物
。
色
留
め
袖
は
未
婚
の
女
性

で
も
着
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
家

紋
を
入
れ
た
黒
留
め
袖
は
式
服
と
し
て
、

色
留
め
袖
は
着
る
人
の
個
性
を
生
か
し

て
、
パ
ー
テ
ィ
な
ど
に
用
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
式
服
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
で
、
着
付
け
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
は
き
ち
ん
と
決
ま

り
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

　
訪
問
着
は
、
留
め
袖
に

次
い
で
フ
ォ
ー
マ
ル
な
着

物
で
す
。
お
茶
会
や
パ
ー

テ
ィ
な
ど
、
様
々
な
場
所

で
用
い
ら
れ
、
デ
ザ
イ
ン

も
豊
富
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
に
、
行
き
先
や
目
的
に

合
わ
せ
た
選
び
方
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ホ
テ

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、

洋
風
の
場
所
で
は
モ
ダ
ン

な
も
の
で
も
o
K
で
す
漢
茶
室
や
日
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庭
園
な
ど
に
は
和
風
で
落
ち
着
い
た
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

感
じ
の
も
の
を
。
も
ち
ろ
ん
、
季
節
に
　
1

合
っ
た
柄
を
選
ぶ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。
　
1
1

　
紬
や
小
紋
は
、
観
劇
や
買
い
物
な
ど
、

街
着
と
し
て
最
も
着
る
機
会
の
多
い
着

物
で
す
。
紬
は
長
く
着
ら
れ
る
こ
と
を

念
頭
に
置
き
、
飽
き
の
こ
な
い
シ
ン
プ

ル
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
小
紋
は

ワ
ン
ピ
ー
ス
感
覚
で
、
好
み
に
合
っ
た

お
し
ゃ
れ
な
も
の
を
。

　
男
性
の
着
物
は
、
紬
や
お
召
し
が
一

般
的
で
、
日
常
着
で
も
外
出
時
や
来
客

時
に
は
羽
織
を
つ
け
る
の
が
決
ま
り
で

す
。
羽
織
の
ひ
も
は
色
も
の
で
す
が
、

礼
服
の
場
合
は
全
て
白
で
そ
ろ
え
ま
す
。

へ
U

（
｝
　
、

．
　
　
・
，
．
、
ー

●
　
．　
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　標記期間にあたり『新潟県ア

イドリング・ストップ運動』を

実施しております。不必要なア

イドリングによる大気汚染や、

二酸化炭素による地球温暖化な簗

どの防止に皆さんのご協力をお奪

願いいたします。　　　　　　鷺
　　■．幽　　，■　！
窃

　
皆
さ
ん
の
声
・
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
お
聞
し
、
今
後
の
町
づ
く

り
に
生
か
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
は
が
き
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提

言
．
意
見
」
を
通
年
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
俳
壇
コ
ー
ナ
ー
の
文
芸
欄
に

ご
希
望
の
方
々
か
ら
ご
投
句
い
た
だ
い
た
り
、
小
・
中
学
生
の
作
品
を
掲
載
し
た
り

し
て
、
ご
紹
介
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
は
が
き
に
よ
る
意
見

．
要
望
に
あ
っ
て
は
自
由
な
ご
意
見
や
発
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
し
、
文
芸
欄
に
つ
い
て
も
限
ら
れ
た
分
野
だ
け
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、
皆
さ
ん
か
ら
自
由
な
声
を
お
聞
き
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
分
野
の
作
品
を
掲
載
し
た
り
し
て
、
広
報
紙
で
紹
介
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
声
や
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
9
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水
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役
場
総
務
課
　
文
書
広
報
係
（
智
6
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〈
内
線
・
3
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）

初参加大歓迎

　えぷろんクッキング教室

と　き　12月21日（火）午前10時30分～
内　容　　「洋風お正月料理」

ところ　東北電力（株）十日町営業所

　　　　　クッキングスタジオ「えぷろん」
定　員　18人（応募者多数の場合抽選）
持ち物　エプロン

参加費　500円
申込先　東北電力（株）十日町営業所お客様センター

　　　　盈52－3107



荘
閲

意（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
に

　
高
橋
　
満
雄
（
八
王
子
市
）
十
万
円

福
　
祉
　
に

　
池
竹
　
利
治
（
原
田
）
　
　
三
万
円

岩
瀬
そ
ば
祭
り

　
十
一
月
十
四
日
、
岩
瀬
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
で
「
そ
ば
祭
り
」
が
開
か
れ
、
地

域
内
外
か
ら
お
よ
そ
百
八
十
人
が
集
ま

り
、
手
づ
く
り
の
そ
ば
の
味
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　
地
域
の
人
た
ち
も
総
出
で
こ
の
催
し

を
楽
し
み
、
従
事
者
も
手
際
よ
い
作
業

で
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
そ
ば
な
ど
を
振

舞
っ
て
い
ま
し
た
。

老
若
男
女
が
手
づ
く
り
の
そ
ば
の

味
を
楽
し
み
に
集
ま
り
ま
し
た

離
れ
住
む
子
等
思
ひ
つ
＼
小
豆
選
る

外
ず
さ
れ
て
部
屋
の
明
る
し
秋
す
だ
れ

石
売
り
の
来
て
手
間
ど
り
し
冬
囲

北
窓
を
ふ
さ
げ
ば
暗
く
温
か
し

こ
の
土
に
し
て
こ
の
大
根
の
白
さ
か
な

百
日
草
百
日
咲
き
て
ま
だ
咲
き
て

紅
葉
の
谷
間
抜
け
れ
ば
出
湯
の
街

晩
秋
の
畑
の
残
り
菜
み
づ
み
づ
し

小
春
日
や
汚
れ
て
あ
り
し
句
碑
の
裾

赤
蜻
蛉
土
に
止
ま
り
て
鈍
き
か
な

息
災
を
妻
と
分
け
合
い
大
根
抜
く

川
底
に
秋
の
日
差
し
の
通
り
を
り

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田

湯
豆
腐
に
曇
り
し
眼
鏡
拭
き
も
せ
ず

盗
み
取
る
柿
渋
柿
と
笑
わ
れ
し

新
米
を
炊
き
出
稼
ぎ
の
夫
送
る

金
賞
の
菊
に
集
ま
る
瞳
か
な

一
寝
入
り
し
て
か
ら
よ
り
の
夜
長
か
な

ポ
ス
ト
に
も
霜
お
く
今
朝
の
寒
さ
か
な

ひ
る
灯
し
牛
舎
に
と
も
し
秋
の
雨

八
海
の
裾
野
は
暮
れ
し
吊
し
柿

O休目救急医
12月12日第二藤巻医院（上　野）

　　　　a　68－2018
　　〃　津南病院（津南町）
　　　　費　65－3161
　19日大熊内科医院（山本町）
　　　　盈　52－7066
　23日中条病院（中条）
　　　　a　57－3018
　26日大島医院（川原町）
　　　　費　52－2957
　29日庭野医院（寿町）
　　　　費　52－2711
　30日山口医院（袋町）
　　　　盈　52－2174
　31日田中外科医院（田中町）
　　　　智　52－2403
1月1日山口医院（下条）
　　　　費　55－2003
　　2日高木医院（土市）
　　　　費　58－2361
　　3日大坪医院（四日町）
　　　　智　57－6100
　　9日本町クリニック（本田丁3）

　　　　智　50－1160
　10日池田医院（本町西）
　　　　智　52－2581

　
、
　
　
　
　
　
　
短
日
の
柿
の
実
残
し
暮
れ
に
け
り

4
わ
サ
　
　
美
容
院
出
で
バ
ス
待
つ
そ
ぞ
ろ
寒

　
　
　
　
岬
壇
　
　
　
　
田
中
町
石
澤
澄
代

　
高
崎
正
風
選
喪
の
知
ら
せ
又
も
来
る
十
一
月
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
括
ら
れ
し
先
き
に
一
輪
帰
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
豆
腐
や
つ
れ
添
い
来
た
る
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
年
の
農
夫
と
語
る
湯
治
宿

　
寺
尾
　
白
井
す
み
い
　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
先
の
ザ
ク
ロ
が
笑
い
も
が
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暖
か
き
今
日
は
良
き
日
と
障
子
張
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き
掃
除
よ
り
洗
濯
が
先
日
短
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
文
書
の
立
読
み
を
す
る
蔵
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子
風
騒
ぐ
ス
ス
キ
も
騒
ぐ
河
川
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
春
日
や
猫
が
じ
ゃ
れ
て
る
鈴
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

　
霜
条
　
星
名
　
星
光
と
り
ど
り
の
小
菊
に
軽
く
蝶
の
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
や
か
に
蝶
の
と
び
交
う
乱
れ
菊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
博
史

　
　
　
　
若
山
　
向
山
幾
度
も
掃
い
て
落
葉
の
限
り
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
ば
れ
し
形
揃
え
て
干
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

　
野
口
　
野
沢
　
寅
生
二
年
目
の
さ
ざ
ん
か
の
花
十
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故
か
ら
の
余
白
の
多
き
日
記
果
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

小
白
倉
　
田
中
　
優
美
雪
国
の
甥
の
挙
式
へ
着
ぶ
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ひ
ら
の
蝶
を
い
ざ
な
う
黄
菊
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

　
元
町
　
田
畑
　
吉
治
紅
葉
の
一
雨
ご
と
に
色
か
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
便
箱
へ
覆
い
か
ぶ
さ
り
花
八
ツ
手

足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛
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）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）

お
と
し
よ
り
の
食
事

塙
齢
に
な
る
と
体
の
い
ろ
い
ろ
な
働
卵
は
、
半
諦
、
漆
譲
し
、
卵
豆
騒

験
藤
徽
鮮
羅
、
縫
繧
繍
磯
季
え
溜

て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
歯
の
欠
●
野
菜
類
は
蓼
る
・
煮
る
な
ど
し
て
衡

損
に
よ
っ
恵
し
ゃ
く
力
が
低
下
す
る
・
使
い
享
が
・
煮
て
か
ら
細
か
く
刻
ん
聡

唾
液
の
量
が
減
り
食
べ
物
が
飲
み
込
み
だ
方
が
野
菜
の
旨
味
が
出
享
・
細
か
雛

に
く
く
な
る
。
塩
味
と
甘
味
を
感
じ
に

く
く
な
り
濃
い
味
付
け
を
好
む
よ
う
に

な
る
。
の
ど
の
渇
き
に
、
鈍
く
な
っ
て

脱
水
状
態
に
な
り
や
す
い
な
ど
、
加
齢

に
と
も
な
っ
て
い
ろ
ん
な
機
能
が
変
化

し
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
を
考
慮
し

て
食
事
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
ご
は
ん
、
パ
ン
、
め
ん
類
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
大
切
な
食
品
で
す
か
ら

毎
食
必
ず
取
り
ま
し
ょ
う
。
ご
は
ん
は

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ゆ

軟
ら
か
く
炊
く
。
お
粥
に
す
る
。
め
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

類
は
、
状
態
に
合
わ
せ
て
如
で
方
を
加

減
し
た
り
、
細
か
く
切
っ
た
り
す
る
。

飲
み
込
み
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
片
栗

粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。
パ
ン
は
水
分

が
な
い
と
飲
み
込
み
に
く
い
の
で
、
牛

乳
や
ス
ー
プ
、
味
噌
汁
、
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
と
一
緒
に
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。

・
た
ん
ぱ
く
質
源
と
し
て
、
魚
は
消
化

も
よ
く
、
咀
し
ゃ
く
力
の
弱
ま
っ
た
人

に
も
適
し
て
い
ま
す
。
煮
る
、
蒸
す
、

焼
く
な
ど
し
て
使
い
ま
す
。
豚
肉
、
鶏

肉
な
ど
肉
類
は
、
肉
を
た
た
い
て
繊
維

を
切
っ
て
、
蒸
す
、
煮
る
な
ど
し
て
使

い
ま
す
。
レ
バ
ー
も
身
も
軟
ら
か
く
消

化
も
良
い
の
で
、
適
し
て
い
ま
す
。

く
刻
む
の
に
調
理
用
の
は
さ
み
が
あ
る
爾
魎

麟
影
て
薫
わ
れ
蓄

す
　
い
も
類
、
海
藻
類
　
乳
製
品
、
果

物
な
ど
い
ろ
ん
な
食
材
を
使
っ
て
変
化

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
の
食
事
で
特
に
気
を
つ
け
た

い
事
は
、
低
栄
養
状
態
に
よ
る
貧
血
や

床
ず
れ
を
防
ぐ
為
に
た
ん
ぱ
く
質
が
不

足
し
な
い
こ
と
。
脱
水
症
状
に
な
ら
な

い
為
に
、
食
事
に
必
ず
汁
物
を
つ
け
る
。

食
後
に
お
茶
を
す
す
め
る
な
ど
し
て
一

日
に
一
〇
〇
〇
㏄
か
ら
一
五
〇
〇
㏄
は

取
る
こ
と
で
す
。

　
食
べ
る
事
は
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
。
個
人
個
人
に
合
わ
せ
て
調
理
し
て

お
い
し
く
食
べ
ま
し
よ
う
。
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一＿　　　 村　　　　た焚水根木か山
井落，津村　さ　　、
　　　　　鱒　航・
　　　　ヤロ　　　　　　　

タ

洋孝　i基　誠　努　～
子　子　　一純正　　　　円
木十十仁満子幸
落嗣田に伊
　市市
　　　　　　友

鍔うぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
，
」
・
フ
き

　
　
表
紙
の
写
真

　
十
一
月
六
日
・
七
日
と
、
第
四
回
「
か

わ
に
し
自
満
祭
」
が
川
西
中
学
校
な
ど

を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仙
田
子
供
樽
太
鼓
も
今
回
で
二
回
目
の

出
演
。
堂
々
と
し
た
ス
テ
ー
ジ
で
し
た

（　（　（
庭中野村島高

野川上越田橋

紀直香俊歩貴
代

美也奈幸美之

田
中
町

十
日
町
市

野
　
口

十
日
町
市

み
の
り
団
地

み
の
り
団
地

富滋
井野昇
　　天
タ重1キ男　鱒
　　セ7773め
（（　い茂本　＿
　　福
男人を
一一祈
上野　る

（
n
月
1
日
～
3
0
日
届
け
出
分
）

　
六
日
の
、
か
わ
に
し
夢
き
ゃ
ら
ば
ん

公
演
「
龍
馬
　
郷
土
を
拓
い
た
神
の
馬

伝
説
」
は
七
百
五
十
人
ほ
ど
が
集
ま
り

大
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
、
七
日
に
は
「
大
な
わ
と
び
大

会
」
で
ス
タ
ー
ト
。
十
三
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
野
ロ
チ
ー
ム
が
優
勝
。
四
十
九

演
目
の
出
し
物
に
、
聴
衆
も
た
っ
ぷ

り
楽
し
ん
だ
「
民
謡
と
お
ど
り
の
祭
典
」
、
o
一

「
だ
る
ま
落
と
し
」
や
「
錦
鯉
品
評
会
」
、
器

屋
台
村
や
鮭
・
肉
の
安
売
り
も
大
人
気
。
＝

　
錦
鯉
品
評
会
に
来
町
し
た
俳
優
の
杉

浦
直
樹
さ
ん
が
登
場
す
る
ひ
と
幕
も
あ

り
、
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
総

合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ゆ
ー
ゆ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
や
大
正
琴
の
演
奏
な
ど
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
総
合
体
育
館
を
会
場
に
両
日

開
催
さ
れ
た
町
民
文
化
祭
9
8
に
も
大
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

の
皆
さ
ん
が
足
を
運
び
、
恒
例
と
な
っ

た
秋
の
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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▲「水墨画」
3年生佐藤泰之さん

▲「1つの地球を大切に」

　2年生平野菜菜子さん

難

〈
川
西
中
学
校
丁

轟
▲「平和に花を」

2年生高橋こず絵さん

▲「シュート」
1年生星名隼人さん

▲「星と…　　」

　1年生柄沢菜美絵さん

”．12．10⑭

》
「
水
墨
画
」

3
年
生
高
橋
　
望
さ
ん

（
1
月
号
は
「
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

入
賞
作
品
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
）




